
 

資料４ 

災害時の医療救護等に関する主な検討課題 

 

１ 医療救護所の調整 

 医療救護活動の拠点として、地域防災計画では避難所に救護所を設置するこ

ととしている。 

検討課題 

  拠点避難所が、市内すべての小学校２３か所であり、すべての避難所に常設

の救護所を置くことは物理的に困難なため、地域のバランス等を考慮して、市

内５か所に設置を検討。また、想定外の事態への対応についても検討。 

 

２ 災害時の連絡体制の調整 

 災害時に使用できる通信・連絡手段として、各医療機関同士でなるべく連絡

が取れるものを検討 

（１）停電や通信ケーブルの切断等がなく、電気・通信機器が使用できる場合 

 ・災害時優先電話、固定回線（電話、ＦＡＸ）、携帯電話、電子メール 

検討課題 

（２）停電や通信ケーブルの切断等で、電気・通信機器が使用できない場合  

市内の病院から被害状況を収集し、災害医療本部へ連絡できる体制づくり 

・衛星電話、衛生携帯電話、ＭＣＡ無線、簡易無線、アマチュア無線の活用 

 

３ 医薬品や医療機器資材の供給確保体制  

 災害時に救護所で必要になる医薬品等の具体的な購入手続きや、備蓄の方法

について検討 

検討課題 

 市内卸売販売業者による物流の確保や、備蓄場所等の確保 

 

４ 災害医療連携を強化する訓練・研修 

 災害拠点病院、医療機関、保健所、行政との連携強化を図るため、医師会主

催によりエマルゴ訓練を実施 

検討課題 

 マニュアルに基づいた災害医療本部の立ち上げ訓練等の実施 

 

５ 住民への周知 

 災害時に負傷した場合の医療受診体制等についての周知方法について検討 

検討課題 

 特に災害発生時における有効な医療受診体制等の周知方法 


